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	 金属ナノ構造へ光が照射されると、光電場は金属ナノ構造へ局在化する。この現象は局在表面

プラズモン共鳴(LSPR)と呼ばれ、高感度分光分析・超解像イメージング、センサーなど幅広くフ

ォトニクスの分野に貢献してきた[1]。紫外域の LSPRは 2008年に見出され、酸化チタン光触媒作

用の増強、生体分子の高感度分光測定、センシングといった応用研究が開拓されてきた[2-6]。紫外

プラズモニクスで利用される材料である卑金属は酸素との反応性が高く、その応用は、大気環境

下に限られる。我々は、合金の化学的・物理的安定性に着目し、卑金属系合金(Al-Mg)ナノ構造を

ナノインプリント技術により作製し、その結晶構造・組成、LSPR特性の検証を行った。 

	 液体分離方式インプリント

(LTIL)技術により、残膜を数

十 nm に抑えたホール構造の

マスクを作製した。プラズマ

エッチングによる残膜除去の

後、マスクパターン上に AlMg

をパルスレーザー堆積法によ

り堆積し、マスクを取り除く

ことでAlMgナノ構造を得た。

（図１(a)）作製されたナノ構造材料を電子顕微鏡法や散乱分光法により観察し、ナノ構造の形状、

サイズ、LSPR特性を検証した。図 1(b)は、作製した AlMgナノ構造の散乱スペクトルである。LSPR

に起因すると考えられる散乱ピークが紫外域に見られ、構造の高さを増加させると、LSPR波長の

短波長側へのシフトが観察された。この結果から、紫外域に LSPR 特性を示すナノ構造が作製さ

れたと結論づけた。また、大気環境下で AlMg ナノ構造の LSPR 波長に経時変化は見られておら

ず、アルミニウムナノ粒子と比較して極めて安定していることが分かった。[2] 本研究は JSPS科研

費 18K14147の助成を受けたものです。 
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Fig. 1 (a) SEM image and (b) scattering spectra of AlMg 

nanostructures prepared via a nanoimprint technique 
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